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「地域公共交通計画」における評価指標について 

 

地域公共交通計画の達成状況を評価するために設定した評価指標について、実績値を以下のとおり

取りまとめた。 

 

■評価指標と実績値 

 
区 分 

 

 
評価の視点 

 

 
指標名 

 

 
目標設定時 

 
実績値 

 
目標値 

（令和２年度） 
 

利用者 

利用者にとって
わかりやすく使
いやすい公共交
通サービスとな
っているか 

 
指標１ 

公共交通の利用
のしやすさに満
足している市民
の割合 
 

 
60.9％ 

 
（平成 27 年度） 

 

65.7% 
 

（令和２年度） 

 
70％ 

 

 
指標２ 

公共交通の利用
者数 
 

 
56.7 万人/日 

 
（平成 26 年度） 

 

43.7 万人/日 
 

（令和２年度） 
59.8 万人/日 

 
指標３ 

公共交通を利用
しやすい市民の
割合 
 

 
89.6% 

 
（平成 27 年） 

 

92.5％ 
 

（令和２年） 

 
93% 

 

交 通
事業者 

将来にわたって
安定的な運行を
確保できるか 

 
指標４ 

公共交通事業の
収支率 
 

 
アストラムライン 

112.1% 
 

広電宮島線・ 
路面電車 
99.2% 

 
バス 

95.5% 
 

(平成 26 年度) 
 

アストラムライ
ン 

88.9% 
 

広電宮島線・ 
路面電車 
70.6% 

 
バス 

64.8% 
 

(令和 2 年度) 

 
黒字の維持 
若しくは 

赤字の改善 
 

行 政 

 
集約型都市構造
の実現に向けた
取組となってい
るか 
 

 
指標３【再掲】 

公共交通を利用
しやすい市民の
割合 
 

 
89.6% 

 
（平成 27 年） 

 

92.5％ 
 

（令和 2 年） 

 
93% 

 

 
公共交通に対し
て、効率的・効果
的な行政支援と
なっているか 
 

 
指標５ 

バス路線補助効
率 
 

 
3.7 人／千円 

 
（平成 27 年度） 

 

2.5 人／千円 
 

（令和 2 年度） 

 
増加 

 

資料４ 
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（参考）指標の算定方法及び目標値設定の考え方 

 指標の説明 指標の算定方法 目標値（令和２年度）の考え方 

指 

標 

１ 

公共交通に対する

市民の満足度がど

れだけ向上してい

るのかを評価 

「広島市市民意識調査」における「電車やバス

など公共交通の利用のしやすさ」についての設

問に対して「満足」又は「まあ満足」と回答し

た人の割合 

平成 27 年度の調査で「やや不満」と

回答した層（18.3％）の半数が「満

足」又は「まあ満足」に移行するとし

て設定 

60.9%（平成 27 年度） 70％ 

指 

標 

２ 

公共交通の利用者

がどれだけ増えて

いるのかを評価 

公共交通全体の１日当たりの乗車人員 

アストラムライン・バスは既存の目標

値を基に設定 

ＪＲ・広電宮島線・路面電車は近年の

増加傾向を維持するとして設定 

56.7 万人/日（平成 26 年度） 
ＪＲ 19.9 万人/日 

アストラムライン  5.5 万人/日 
広電宮島線  3.6 万人/日 

路面電車 10.6 万人/日 
バス 17.1 万人/日 

 

59.8 万人/日 
ＪＲ 21.1 万人/日 

アストラムライン  6.3 万人/日 
広電宮島線  3.7 万人/日 

路面電車 11.4 万人/日 
バス 17.3 万人/日 

 

指 

標 

３ 

駅・バス停等の周辺

に居住している市

民の割合がどれだ

け増えているのか

を評価 

駅・バス停等周辺居住人口／広島市居住人口 

なお、本指標を算定するために、駅・バス停等

周辺の範囲の考え方を下表のとおりとした。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 42 年（「公共交通体系づくりの基

本計画」の目標年次）を 100％として

設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

89.6%（平成 27 年） 93% 

指 

標 

４ 

公共交通事業の収

支状況（公共交通サ

ービスの持続可能

性）を評価 

営業収益／営業費用（アストラムライン・広電

宮島線・路面電車：鉄軌道事業、バス：全事業

者の乗合事業の合計） 

現在黒字の事業については、赤字にな

らないようにし、現在赤字の事業につ

いては、その赤字が改善方向へ向かう

ようにする。 

アストラムライン 112.1%（平成 26 年度） 

広電宮島線・路面電車 99.2%（平成 26 年度） 

        バス 95.5%（平成 26 年度） 

黒字の維持若しくは赤字の改善 

指 

標 

５ 

本市のバス路線に

対する補助の効率

性を評価 

補助対象系統の利用者数／本市のバス路線補助

金額（市域内で完結する市単独補助系統及び乗

合タクシーについて算出） 

単位金額あたりで支援できている人数

を増加させ、補助の効率性を向上させ

る。 

3.7 人/千円（平成 27 年度） 増加 

 

駅・バス停等周辺の範囲  

区    分 考   え   方  

ＪＲ・アストラムライン・ 

広電宮島線 等 

半径 650m（徒歩〔4km/h〕で 10 分） 

ただし、駅周辺の主な住宅地が傾斜地にある場合は 500ｍ（徒歩

〔3km/h〕で 10 分）とする。 

 

路面電車・バス 半径 300m（90％の一般的な人が抵抗感なく歩ける距離）※  

乗合タクシー 半径 100m（90％の高齢者等が抵抗感なく歩ける距離）※  

※バスサービスハンドブック（土木学会）より  

 


